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顕微鏡下手術のための椅子の研究開発
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1．研究目的
顕微鏡下手術を行なう際の作業環境を人間工学的視
点から分析し、顕微鏡下手術が身体に与える影響と問題
点を明らかにする。ここで得られた知見を基に顕微鏡下
手術時の使用に最適な椅子を開発することを最終目的と
する。
2．顕微鏡下手術環境の現状分析
実際の手術現場において医師がどの、ような椅子を使
用し、どのような姿勢で着座し、どのような動作を行な
っているのかを分析した。その結果、既存の手術用椅子
は特に特別な配慮がなされておらず、顕微鏡下手術に適
していなかった。この原因として手術時の作業姿勢が挙
げられる。
顕微鏡下手術を行なう際には、離れた位置にある施術
箇所にセットされた顕微鏡を覗き込みつつ、手元で細か
な作業を行なうため、腰部への負担が大きい上体の前傾
を長時間維持する必要があることが分かった。しかしな
がら、既存椅子には前傾姿勢での作業をサポートする機
構がなく、負担軽減がなされていなかった。これは、着
座時における腰部の筋電図レベルからも裏付けられ、腰
痛発生のリスクファクターになっているものと考えられ
る。
レバー操作を行なうため、下肢は斜め前方に投げ出し
て着座することが分かった。そのため、既存の円方座面
では前線に大腿部が食い込み、負担を与えていると思わ
れる。一方、サドル型座面では大腿部の圧迫がない代わ
りに腎部を支える面積が小さく、着座時の安定感に問題
があった。
主な作業動作は、身体を後傾させる、上体を旋回させ
る、下肢を動かす、の三つに集約され、これ以外は前傾
姿勢で手術を行なっている。
3．改善提案および試作椅子開発
顕微鏡下手術を行なう際の作業姿勢は、使用する手術
器具や患者との位置関係の都合上固定されてしまい、変
更は難しい。
そこで、作業姿勢を変えることなく「大腿部を圧迫せ
ず、なおかつ安定した着座が可能で、さらには足での作
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業を妨げることのない座面形状」と「腰部の負担を軽減
させ、なおかつ作業を妨げることのないサポート機構」
の導入を改善策として提案した。
この提案と被験者からの要望を基にして、試作手術椅子
を開発した。
4．試作手術椅子評価実験
この試作手術椅子を実際に使用し、作業時の身体的負
担を軽減し、作業姿勢の安定に効果的であるかを検証し、
使用に耐えうるものであるか評価を行なった。
体圧分布測定を行なった結果、既存の椅子に比べ接触
面積が広くなり、より大きな面で身体を支えていた、特
に大腿部にかけて圧迫することなく媛やかに圧力が分散
されていた。
筋電図測定を行なった結果、背もたれがある場合には
腰部の筋活動レベルが低く抑えられていた。これは、背
もたれが作業姿勢に沿って体にフィットする形状になっ
ているため、姿勢を崩さずにもたれかかることが可能で
あり、既存椅子で見られた必要以上に上体を後傾させた
姿勢をとることがなくなり、姿勢を立て直す際の筋活動
がなくなったことと、背もたれがしっかりと腰部を支え
て前傾姿勢の維持を補助し余分な筋活動を抑えたためと
思われる。
また、下肢の筋活動レベルも低く抑えられていた。こ
れは、被験者の感想を総合すると座面との接触面積が広
くなったことにより着座時の安定感が増し、足で体を支
える必要性が薄れたためと考えられる。
5．考察
本研究にて開発した試作手術椅子を用いて手術を行
なうと、その座面形状の効果によって安定した着座と足
への負荷を軽減が期待できる。また、背もたれが腰部に
負荷を与える上体の後傾動作を抑制するとともに作業姿
勢の維持を容易にし、腰痛の発症リスクファクターであ
る筋肉の過度の緊張を防止する。
これらは顕微鏡下手術時の特徴である変則的な作業
姿勢によって引き起こされる身体への悪影響を解消もし
くは軽減するものであり、顕微鏡手術時に通した有効性
の高いものであると考えられる。
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